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１０のまとまりで数えよう 
 

小 

グループ学習 
高学年アシカ 
（算数） 

 

 

＜ねらい＞ 

・３０までの数を１０のまとまりを作って数えることができる。 

・３０までの数の大小がわかる。 

・正しく数えることができるように箱や容器を使って工夫しようとする。 

・数を使う遊びを楽しむ。 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

 

１ はじまりの
あいさつ 

 

２ 積み木の数
ジャンケンゲー
ム 

 

 

 

 

 

 

 

３ ジュースや
さんごっこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりのあ
いさつ 

 

 

・「これから２時間目のグループ学習をは
じめます」 

 

・児童３人と教師でジャンケンをする。教
師とジャンケンをして勝ったら５個、あい
こなら３個、積み木を数えて取る。 

 

・１０個入りの箱に積み木を入れて、自分
が取った積み木の数を数える。 

 

・取った積み木の数を書き、だれの数が一
番大きいか比べる。 

 

・ジュースやさんの材料のカップ、ストロ
ー、スプーンから何を数えたいか決める。 

 

・注文の数を決め、カードに「カップ ２
６こ」など自分が用意するものを書く。 

 

・それぞれ自分の担当のものの数を数え
る。 

 

・カップにストロー、スプーンを組み合わ
せる。ジュースに見立てたカラースポンジ
を適量最後に入れる。 

 

・できあがったジュースの数を数え、注文
の数になっているか確かめる。 

 

・ジュースを飲む真似などをして遊ぶ。 

 

・「これで２時間目のグループ学習を終わ
ります。」 

 

 

 

 

・一人１０～３０個までの
積み木が取れるまで繰り返
す。 

 

・１０個入りの箱１つと３
個で１３など１０のまとま
りを作って数えるようにす
る。 

 

 

・カップにストローとスプ
ーンを入れてジュースを作
ることを知らせる。 

 

 

 

・材料は注文の数以上の量
を用意しておく。 

 

・材料が１０個ずつ入るケ
ースを用意し、１０のまと
まりを作って数えるように
する。 

・カップやストロー、スプ
ーンの数が合っていたか確
認する。 

 

 

 



＜内容（工夫点など）＞ 

積み木ジャンケンゲームやお店屋さんを通して、遊びを取り入れて数を数える学習をし
たことは、児童の意欲につながり、よかったと思う。箱や容器を使うことにより「１０
のまとまりを作る」ということが意識できるようになった。材料のサイズに合う箱や容
器を用意するとわかりやすいようであった。 

 

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

 ただ数を数えるだけでは、あきてしまうので、より楽しい活動を考えていくことが必
要である。日常の生活に活用できる力になるか、今後より大きな数の理解にどのように
つなげていけるかが課題である。 

 


